
第 977 回の記録　　　平成 19 年 5 月 30 日
★　会長の時間　　　　　　　佐藤　高元 君
　みなさん今日は、ロータリー財団から、地区
ロータリー財団委員長および地区ロータリー世
界フェローシップ小委員長各位宛の文書が、一
枚のコピーと一緒に届きました。（2007 ～ 2008
年度の地区協議会資料 131ページにも同じ資料
が掲載されています。 ）その冒頭には次のよう
に述べています。
　 「拝啓、ロータリー財団をご支援いただきま
ことに有難うございます。2008～2010年度　ロ
ータリー世界平和フェローシップの候補者を貴
地区からご推薦いただきたく、本状を持ちまし
てお願いする次第です。」
　同封のコピーは、  「ロータリー奨学金で海外
の大学院に行きませんか。 」という案内のチラ
シです。この案内は「ロータリーの友」３月号
で詳しく説明されていますので、皆さんもすで
に読んでいただいたことと思います。
　2002年に創設されたロータリー・センター
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第 978 回 平成 19 年 6 月 6 日（水）

 本日のプログラム
１．点　　　　　　　鐘

２．ロータリーソング

　　「手に手つないで」

３．会　長　の　時　間

４．幹　 事　 報 　告

５．今月のセレモニー

６．次 年 度 活 動 方 針

７．点　　　　　　　鐘

国際ロータリー第２７３０地区 2006.7 ～ 2007.6

2006-2007 年度ＲＩテーマ
　

6 月 13 日プログラム予定・・・会員卓話
6月 20 日プログラム予定・・・会長・幹事退任挨拶

 （平和及び紛争解決の分野における国際問題研
究の為のロータリー・センター・・・・通常は
ロータリー・センターと呼ぶ） 。は、この企画
に参加された方々からご好評をいただいており
ます。この奨学金をもらってすでに学業を終え
た人々は 190 人にのぼり、それぞれの仕事を通
じて世界平和の促進に重要な役割を果たしてい
ます。また、現在も 100 人を超える学生達が日
夜勉学に励んでいます。
　この事業に対して日本は
①　ロータリー世界フェローに日本の貢献は絶
　　大であること。
②　ロータリー・センターへの財政的援助で日
　　本は世界のリーダーであること。
③　この奨学金の利用者が過去５年で 13 人。
　　アメリカは 93 人でアメリカの 8分の 1。
　したがって、もっと多くの日本人がこの制度
を利用して海外の大学院で修士の学位を取得し、
各地で起きている紛争の解決や平和問題のエキ
スパートとして活躍していただきたい。そのた
めに、世界平和に貢献したいと考えている優秀
な人々を、是非推薦して欲しい。つまり、日本
からの「ロータリー世界平和フェロー」が求め
られているのです。
　この奨学金（フェローシップ）には、次のよ
うな条件があります。
(1) 大学院の修士課程で修士号を取得するプロ
　　グラムですから、４年生の大学を卒業して
　　いることが必要。
(2) 大卒後３年以上のフルタイムの職務経験が
　　必要。
(3) 受験する大学の言語が必要。
　　　　　　　　　　　　　「裏へ続く・・・」

【ロータリー親睦活動月間】

2006-2007 年度ＲＩテーマ



１．真実かどうか　　　　　　　３．好意と友情を深めるか
２．みんなに公平か　　　　　　４．みんなのためになるかどうか■　四つのテスト

　　　　出席状況　第 973 回　平成 19 年 5 月 9 日
会 員 数　　　30 名　　　　　　欠 席 者 数　　  5 名
出席者数　　　25 名　　　　　　メークアップ　　　0 名
出 席 率　　　83.0 ％　　　　　修正出席率　 　83.0 ％

 

★★★　本日のお客様　★★★
（宮崎 RC より）
☆　関谷　隆次郎　会員
（高鍋 RC より）
☆　河原　好秋　会員
☆　日高　茂　会員

右から日高会員・河原会員・中武会員を挟んで
　　　　　関谷会員です。

★　委員会報告　奉仕プロジェクト委員会　　
　　　　　　　　　委員長　　岩下　廣美 君
６月27日「年度末懇親会」を通常例会に変更し
６月30日に「チャリティーボーリング大会」を
行い、夜に「年度末懇親会」を計画しています。

ご家族を誘って多くの参加を御願い致します。

～ ＭＥＭＯ ～

言動はこれに照らしてから

(4) 地区が１人の候補者を選考し書類を７月１
　　日までにエバンスに送って世界各地からの
　　候補者と競う。
尚、応募しにくいのではないかという声もある。
その理由として
(1) 大学卒業後、一定の社会経験を積んでから
　　再び学問の世界に戻ることには、アメリカ
　　では受け入れやすいが日本の職業観からは
　　抵抗がある。
(2) この制度がよく知られていない。社会人を
　　対象にしているので周知徹底が難しい。

活躍している人を 2人紹介。
　第 2770 地区浦和 RC 推薦
岸谷美穂：イギリス　ブラッドフォード大学で
　　　　　研修・現在、日本 NGO の組織の一員
　　　　　としてイラクで活躍中　第２回中曽
　　　　　根康弘賞、優秀賞受賞
　第 2680 地区神戸 RC
細井麻衣：アメリカデューク大学、ノースカロ
　　　　　ライナで研修　現在ジュネーブ国連
　　　　　難民高等弁務官事務所で活躍中
　世界の人々の平和と幸せのために、ロータリ
ーが重要な役割を果たしていることを誇りとし
て、ロータリー世界平和フェローシップの推進
に努力していかなければならないと思います。

　

 ６月はロータリー親睦活動月間です。

「ロータリー親睦活動」は、
　　　　　　　　　　国際奉仕の一部門です。
　現在、約80の親睦グループがあり、趣味や職
業活動を通じて、国際親善と奉仕に貢献してい
ます。
　ガバナーは、地区に地区親睦活動委員会を設
置するよう奨励されています。
　より多くのロータリアンが、親睦活動に参加
することを奨励するために、この月間が設けら
れました｡

 

いらっしゃいませ！


